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地区自治会連合会数
自 治 会 数
加入世帯数
班  (組)  数

22
592

　　　180,282
11,808

世帯

　７月５日（土）市民会館ホールにおいて、創立40周年・津久井地域自治会連合会との統合記念
平成20年度自治会大会を開催しました。
　当日は、相模原市長をはじめ、衆、参、県、市会議員などのご来賓及び多くの自治会員の方々に
ご来場いただき、盛大に行われました。
　式典の部では、地域活動功労者として個人101名、９団体及び退任理事３名に感謝状が贈呈
されました。また、第２部のアトラクションでは、「相模龍王太鼓保存会」、「星有子」の皆さんを
お迎えして、熱のこもった演目を披露していただきました。

　去る６月27日、市役所本庁舎において、相模原市自治会連合会が１年間かけて自治会の未加入
者対策などを検討してきた「地域を元気にする検討会議」の提言書を、細谷相模原市自治会連合
会会長より、加山相模原市長、小澤公民館連絡協議会副会長、吉本市社会福祉協議会会長へ渡す
提議式を開催しました。
　今後は、この提言書の実現に向けた取組を関係機関に要請するとともに、相模原市自治会連合
会としての積極的な取組を進める予定です。

　（３面に関連記事）

（新磯地区）相模の大凧まつり
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（橋本地区）橋本七夕まつり

（上溝地区）上溝夏祭り
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平
成
20
年
度
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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本
日
は
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
大
変
お
忙
し
い
中
ご
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
公
私
共
に
ご
多
忙
の
中
、

加
山
市
長
を
は
じ
め
多
く
の
ご
来

賓
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
連
合
会
は
、
今
年
度
創
立
40

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

創
立
当
時
（
昭
和
44
年
）
は
11

地
区
連
、
297
の
自
治
会
、
世
帯
数

は
５
万
５
千
ほ
ど
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

当
時
、
課
題
の
一
つ
と
し
て
、

横
浜
線
の
複
線
化
が
ご
ざ
い
ま
し

た
が
、
現
在
で
は
そ
の
複
線
化
も

完
了
し
古
淵
駅
も
開
設
し
て
お
り

ま
す
。

　

多
く
の
先
輩
方
に
よ
り
、
そ
の

時
々
の
課
題
に
向
け
て
、
様
々
な

取
組
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

40
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年

に
、
本
連
合
会
は
津
久
井
４
町
と

の
統
合
を
４
月
１
日
に
果
た
し
ま

し
た
。

　

津
久
井
地
域
４
連
合
の
159
自
治

会
、
約
２
万
世
帯
の
方
々
が
、
新

相
模
原
市
自
治
会
連
合
会
の
会
員

と
し
て
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

当
連
合
会
は
、
創
立
以
来
「
自

治
は
笑
顔
と
協
働
か
ら
」
の
精
神

の
も
と
、
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
り
、
様
々
な
活
動
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
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本
年
度
は
、
６
月
26
日
、
浜
松

市
自
治
会
連
合
会
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　

浜
松
市
は
、
平
成
17
年
７
月
に

天
竜
川
・
浜
名
湖
地
域
の
12
市
町

村
合
併
に
よ
り
誕
生
し
、
平
成
19

年
４
月
に
全
国
で
16
番
目
の
政
令

指
定
都
市
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
口
は
、
約
81
万
人
で
全
国
17

番
目
と
な
り
ま
す
。

１
、５
１
１
㎢
（
全
国
２
位
）
に

及
ぶ
広
大
な
市
域
に
は
、
天
竜
川

や
浜
名
湖
、
緑
豊
か
な
森
林
な
ど

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
中
で
、
古

く
か
ら
「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
」

と
し
て
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
楽
器
、

光
技
術
な
ど
の
分
野
で
、
世
界
的

に
活
躍
す
る
多
く
の
企
業
を
生
み

出
し
て
き
た
市
で
す
。

　

自
治
会
組
織
は
、
731
の
単
位
自

治
会
が
50
の
地
区
連
合
会
、
行
政

７
区
の
区
連
合
会
に
属
し
、
市
自

平
成
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度 

自
治
会
大
会

市
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会
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事

視
察
研
修
会
報
告

治
会
連
合
会
が
全
体
の
調
整
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
加
入
率
は
、
96
％
。
こ

れ
は
、
戦
時
中
、
航
空
基
地
や
軍

需
工
場
な
ど
が
あ
っ
た
た
め
、
空

襲
に
よ
り
旧
浜
松
市
の
大
半
が
焼

失
し
、
戦
後
の
復
興
活
動
を
自
治

会
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
き
た

こ
と
、
東
南
海
地
震
に
対
す
る
自

主
防
災
活
動
な
ど
、
自
治
会
へ
の

意
識
が
も
と
も
と
高
か
っ
た
た
め

で
す
。

　

ま
た
、
人
口
の
約
４
％
を
占
め

る
外
国
人
の
加
入
促
進
の
た
め

に
、
自
治
会
の
役
割
を
紹
介
し
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
て
い
ま
す
。

　

市
か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て

は
、
市
広
報
紙
等
の
配
布
・
回
覧

や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
敬
老
祝
金
品

の
配
布
な
ど
。
防
犯
灯
設
置
維
持
、

集
会
所
整
備
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
、
敬
老
会
開
催
費
、
環
境
美
化

活
動
な
ど
の
事
業
に
対
す
る
補
助

金
が
あ
り
ま
す
。

　
功
労
表
彰
者
（
個
人
）

境
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
ご
ざ
い

ま
す
が
、
40
周
年
を
時
代
の
区
切

り
と
し
て
新
た
な
展
開
を
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

自
治
会
活
動
は
、
交
通
・
防
犯
・

防
災
・
生
活
環
境
ま
た
青
少
年
の

健
全
育
成
等
多
岐
に
わ
た
っ
て
お

り
ま
す
が
、
地
域
に
お
い
て
多
面

的
に
活
動
で
き
る
の
は
自
治
会
で

あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
日
は
地
域
発
展
の
た
め
に
長

年
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
本

連
合
会
と
し
て
感
謝
の
意
を
表
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
お
忙

し
い
中
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た

ご
来
賓
の
皆
様
、
自
治
会
員
の
皆

様
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

代表  木曾弥三郎氏挨拶

６
月
７
日
（
土
）、
午
後
１

時
30
分
か
ら
、
け
や
き
会
館
で

各
地
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
大
会

委
員
が
参
加
し
、
平
成
20
年
度

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。（
委
員
80
名
出
席
、
20
名

委
任
状
提
出
）

来
賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ

い
た
加
山
市
長
、
稲
垣
市
議
会

議
長
及
び
吉
本
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
か
ら
の
祝
辞
の
あ
と
、

白
井
委
員
（
田
名
地
区
）
及
び

山
村
委
員
（
新
磯
地
区
）
を
議

長
に
選
出
し
、
各
委
員
の
熱
心

な
討
議
の
結
果
、
次
の
議
案
・
報

告
が
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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②
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③
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①
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南
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
八
木　

次
夫

大
沢
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長
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こ
の
欄
で
は
、
各
界
で

活
躍
さ
れ
る
方
を
紹
介
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
は
星
が
丘

地
区
の
横
山
に
お
住
ま
い
の

志
田
富
雄
︵
し
だ 

と
み
お
︶

さ
ん
で
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
転
身

　

私
は
、
昭
和
11
年
山
梨
県

甲
府
市
生
ま
れ
で
す
。
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
で
転
勤
に
よ
り
、

昭
和
35
年
秋
か
ら
相
模
原
に

住
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
印
刷
業
を
開
業
し

今
日
に
至
り
ま
す
。

　

横
山
地
区
自
治
会
連
合
会 43

で
は
、
昭
和
58
年
度
か
ら
昭
和

60
年
度
及
び
昭
和
63
年
度
に
横

山
南
部
自
治
会
で
総
務
副
部
長

を
、
ま
た
平
成
元
年
度
か
ら
平

成
５
年
度
ま
で
は
、
同
じ
く
会

計
監
査
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
社
団
法
人
日
本
詩

吟
学
院
岳
風
会
総
本
部
参
事
と

し
て
、
正
師
範
と
い
う
立
場
で

後
進
の
指
導
に
あ
た
っ
て
お
り

ま
す
。

　

歌
謡
吟
詠
の
志
田
紫
岳
は
、

私
の
長
女
で
す
。
妻
、
長
男
の

嫁
、
小
５
の
孫
も
詩
吟
を
愛
好

し
、
文
字
通
り
詩
吟
一
家
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

詩
吟
と
の
出
会
い
は
？

　

小
学
校
３
年
生
の
秋
、
学
芸

会
で
担
任
の
先
生
が
吟
じ
た
の

を
聞
き
、
詩
吟
独
特
の
高
低
、

抑
揚
に
深
い
興
味
を
覚
え
ま
し

た
。
当
時
は
、
占
領
軍
司
令
部

（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
か
ら
詩
吟
は
軍
国

調
で
あ
る
と
し
て
差
し
止
め
の

お
達
し
が
あ
り
、
戦
後
数
年
間

は
自
由
に
吟
じ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
や
が
て
和
歌

の
朗
詠
が
ラ
ジ
オ
か
ら
流
さ

れ
、
聴
衆
の
中
か
ら
詩
吟
が
許

さ
れ
る
な
ら
ば
私
も
や
り
た
い

と
い
う
風
潮
が
現
れ
、
昭
和
27

年
頃
に
は
本
格
的
に
吟
詠
大
会

も
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
宗
家
が
た
く
さ
ん
出
て

き
て
、
戦
後
の
ブ
ー
ム
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
頃
、
私
は
詩
吟
に
興
味
を
持

ち
な
が
ら
も
、
チ
ャ
ン
ス
が
な

く
時
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

昭
和
48
年
の
あ
る
日
、
営
業

先
の
事
務
所
に
漢
詩
の
拓
本

﹃
楓
ふ
う
き
ょ
う橋
夜や
は
く泊
﹄
が
貼
っ
て
あ
り
、

社
長
さ
ん
が
そ
の
詩
の
説
明
を

し
﹁
一
緒
に
詩
吟
の
勉
強
を
し

ま
せ
ん
か
。﹂
と
誘
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
の
人
が
、
さ
が
み

岳
風
会
初
代
会
長
の
小
澤
岳
想

先
生
で
し
た
。

　

市
内
の
活
動
で
は
、
高
齢
者

学
級
、
あ
じ
さ
い
大
学
詩
吟
科

の
発
足
時
よ
り
講
師
の
依
頼
を

受
け
、
詩
吟
の
基
礎
、
呼
吸
法
、

発
声
法
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け

て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
﹁
楽

し
い
老
後
﹂
を
モ
ッ
ト
ー
に
頑

張
り
ま
す
。
市
が
こ
の
講
座
を

開
設
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に

は
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ど
う
し
て
詩
吟
？

　

民
謡
や
浪
曲
等
も
あ
る
の

に
、
ど
う
し
て
詩
吟
な
の
で
し

ょ
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

民
謡
や
浪
曲
は
、
詠
う
の
に
長

い
時
間
を
要
す
る
の
に
対
し
、

詩
吟
は
短
時
間
で
聴
く
人
に
訴

え
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら

で
す
。

　

詩
吟
は
、
漢
詩
を
日
本
語
に

翻
訳
し
て
言
葉
に
余
韻
を
つ
け

て
長
く
引
い
た
り
短
く
切
っ
た

り
し
て
作
者
の
思
い
を
朗
々
と

吟
ず
る
も
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん

詩
吟
に
も
長
い
も
の
は
あ
り
ま

す
が
、
普
通
は
絶
句
と
称
す
る

４
行
詩
で
、起
句
、承
句
、転
句
、

結
句
か
ら
成
る
詩
で
２
分
以
内

で
吟
じ
終
え
る
の
が
普
通
で

す
。
律
詩
は
８
行
詩
と
い
い
４

分
で
吟
じ
ま
す
。
ま
た
、
音
楽

で
は
﹁
ド
レ
ミ
フ
ァ
ソ
ラ
シ
ド
﹂

の
音
階
で
す
が
、
詩
吟
で
は
、

﹁
ら
し
ど
み
ふ
ぁ
ら
し
ど
﹂
の

音
階
を
使
い
ま
す
。
詩
吟
の
音

階
は
、
吟
ず
る
時
﹁
一
音
上
が

り
一
音
下
が
り
の
原
則
﹂
と
い

う
約
束
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ

を
把
握
す
れ
ば
誰
に
で
も
で
き

ま
す
。
最
近
は
﹁
漢
詩
俳
句
ト

レ
ー
ナ
ー
﹂
な
ど
と
い
う
楽
器

も
考
案
さ
れ
、
初
心
者
に
も
楽

し
く
無
理
な
く
習
え
ま
す
。

健
康
の
秘
訣
は
…

　

詩
吟
は
、
腹
式
呼
吸
で
臍せ
い
か下

丹た
ん

田で
ん

（
へ
そ
の
下
の
丹
田
と
い

こ
と
も
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
詩
吟
を
一
生
懸
命
に
広

め
て
い
る
こ
と
に
感
銘
い
た

し
ま
し
た
。

　

年
を
と
る
と
大
き
な
声
を

出
す
こ
と
が
少
な
い
の
で
、

腹
か
ら
声
を
出
せ
る
詩
吟
は

健
康
面
か
ら
も
お
奨
め
で

す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
老
い
も
若

き
も
、
皆
が
地
域
で
語
り
合

っ
た
り
、
吟
じ
合
え
た
ら
良

い
で
す
ね
。

　

横
山
南
部
３
・
５
丁
目

笹
野
自
治
会
長
談 

の
育
成
が
急
務
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
昔
は
詩
吟
と
い
え
ば
書

生
さ
ん
が
巷
で
高
吟
し
て
、
一

般
の
人
達
に
広
が
っ
て
い
っ
た

そ
う
で
す
。
大
変
難
し
い
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
行
政
を

通
じ
て
学
校
教
育
に
取
り
入
れ

て
も
ら
え
れ
ば
、
親
子
で
吟
ず

る
こ
と
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
向
け
に
も
、
夏
休
み

吟
詠
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
難
し
い
余
韻
の
引
き
方
な

ど
も
す
ぐ
覚
え
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
れ
は
音
感
教
育
が
進
ん

で
い
る
か
ら
か
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
た
め
に
学
校
を
開
放
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い

で
す
ね
。

推
薦
者
の
声　

　

私
は
、
カ
ラ
オ
ケ
店
で
誘
わ

れ
ま
し
た
。
詩
吟
か
ら
、
詩
を

書
い
た
人
の
思
い
を
吟
ず
る
楽

し
さ
を
学
び
ま
し
た
ね
。
礼
儀

や
姿
勢
も
大
切
な
要
素
で
あ
る

う
部
位
。
心
身
の
精
気
が
集
中

す
る
と
こ
ろ
の
意
。）
を
突
き

出
し
て
い
っ
ぱ
い
息
を
吸
い
、

そ
の
息
を
大
切
に
吐
き
出
し
な

が
ら
、
言
葉
と
余
韻
を
発
生
す

る
の
で
す
。
言
葉
は
明
瞭
に
、

余
韻
は
間
合
い
を
大
切
に
引
い

て
感
情
を
表
現
し
ま
す
。
１

﹁
声
﹂、
２
﹁
節
（
余
韻
）﹂、
３

に
﹁
品
﹂
な
ど
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
大
き
な
声
を
出
す
こ
と

で
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
、
新
鮮

な
空
気
を
い
っ
ぱ
い
吸
っ
て
血

液
を
浄
化
し
、
一
生
懸
命
吟
ず

る
と
汗
が
出
て
き
ま
す
。
運
動

し
た
の
と
同
じ
効
果
が
あ
る
そ

う
で
す
。

今
後
力
を
入
れ
て
行
き
た
い
こ

と
は
…

　

現
在
、
詩
吟
を
支
え
て
い
る

人
達
は
高
齢
者
が
多
く
、
こ
の

ま
ま
で
は
先
細
り
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
若
い
指
導
者

　

地
域
を
支
え
る
中
心
的
団
体
で
あ
る
自

治
会
は
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
や
考
え
方

の
多
様
化
な
ど
の
要
因
に
よ
り
、
加
入
者

や
担
い
手
の
減
少
な
ど
自
治
会
活
動
を
行

う
体
制
の
確
保
が
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
相
模
原
市
自
治
会
連
合

会
は
、
昨
年
７
月
よ
り
「
地
域
を
元
気
に

す
る
検
討
会
議
」（
座
長 

追
切
市
自
治
会

連
合
会
理
事
）
を
内
部
検
討
組
織
と
し
て

発
足
し
、
地
域
を
と
も
に
支
え
る
公
民
館

や
社
会
福
祉
協
議
会
、
旧
津
久
井
郡
４
町

の
自
治
会
関
係
者
及
び
行
政
職
員
（
合
計

16
名
）
の
構
成
で
、
約
１
年
間
に
わ
た
る

議
論
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
提
言
書
と
し

て
ま
と
め
ま
し
た
。

　

提
言
は
、
自
治
会
連
合
会
及
び
自
治
会
、

公
民
館
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
行
政
と
対

策
を
実
現
す
る
組
織
ご
と
に
ま
と
め
て
あ

り
ま
す
。

　

自
治
会
だ
け
で
な
く
、
と
も
に
地
域
を

支
え
る
団
体
等
に
対
し
て
、
提
言
書
に
基

づ
く
具
体
的
な
取
組
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
自
治
会
連
合
会
自
ら
も
、
積
極
的

な
取
組
を
進
め
る
予
定
で
す
。

地域を元気にする検討会議提言書
の概要

　市役所本庁舎ロビーにて、本年３月24
日から26日まで、市民700人に対してパ
ンフレット等を配布しました。申込書の提
出３件、自治会長の連絡先を伝えたケース
14件、自治会連合会事務局への加入申し
込みの電話２件がありました。

自治会加入相談ブースの設置

　地域活動の実態を知る体験研修とし
て、６月24日に市の若手職員18名に
対するガイダンスを実施。６月～９月
までの間に、３人１チームとなって３
～４自治会に体験取材しました。
　この報告会が、一般職員向けに10
月16日に開催され、「自治会活動へ積
極的に参加しなくては !」といった声
が数多く聞かれるなど、相模原市の「地
域力」を考える有意義な機会となりま
した。

地域活動を知る職員研修の実施

【提言内容と実行計画（案）の抜粋（以下、（実）として記載）】
◆自治会連合会及び自治会への提言
　地域防災 （実）避難所を運営できるリーダー育成
　自治会未加入者対策 （実）効果的な加入交渉の実施
　親睦・ふれあい活動 （実）マンネリ化した行事への対応
　地域人材育成 （実）新任自治会長への研修の開催
◆公民館への提言
　地域防災 （実）地域の防災対策に関する講座の企画
　自治会未加入者対策 （実）公民館利用者団体への呼びかけ
◆市社会福祉協議会及び地区社会福祉協議会への提言
　地域防災 （実）災害時要援護者に対する地区での連携、調整
　自治会未加入者対策 （実）地区社協活動時の自治会加入ＰＲ
　共同募金等 （実）募金の配分や使途についての住民周知の拡充
◆行政への提言
　自治会未加入者対策（実）転入時受付窓口での加入促進事業
　地域活動支援 （実）実行性の高い防災活動支援策

「地域を元気にする検討会議」　　　座長　追切　睦廣　
　この提言書は、私たちの住む地域社会を快適に、また安心して暮ら
せるために “自治会を活性化し、地域を元気にしたい” との願いを込
めて、自治会をはじめ、関係する団体の皆様や行政の参画を得まして、
様々な角度から検討を重ねてまいりました。
　提言書に盛り込まれた内容については、皆様が常日頃お考えのこと
ばかりだと思います。　
　特に行政には、積極的にご協力をいただき、既に何件かは実施済の
ものもあります。
　皆様にも提言書に基づいた取り組みを積極的に展開していただくこ
とを期待する次第です。

既に実施した事業

　市役所本庁舎、各出張所公民館、JR相模原
駅、橋本駅、小田急相模大野駅などに掲出

自治会加入を呼びかける横断幕の掲示

漢詩俳句トレーナー
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星
が
丘
地
区
の
歴
史
は
、
太
平

洋
戦
時
下
の
旧
日
本
陸
軍
造
兵
廠

従
業
員
の
た
め
に
、
県
営
住
宅
が

建
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

　

当
時
の
住
民
の
ほ
と
ん

ど
が
勤
め
て
い
た
造
兵
廠

に
因
ん
で
、
陸
軍
の
星
の

マ
ー
ク
と
高
台
か
ら
見
え

る
星
の
美
し
さ
か
ら
「
星

が
丘
」（
当
時
は
星
ヶ
丘
、

昭
和
四
三
年
七
月
一
日
の

住
居
表
示
で
変
更
。）
と

命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
、
昭
和
二
三
年
に
、

星
が
丘
小
学
校
が
上
溝
小

学
校
の
分
校
と
し
て
開

校
、
翌
年
四
月
に
は
相
模

原
町
立
の
第
十
一
番
目
の

小
学
校
と
し
て
独
立
し
、

現
在
、
小
学
校
に
は
、
公

民
館
と
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
が
併
設

さ
れ
、
地
区
の
様
々
な
事
業
の
拠

点
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
地
区
が
、
特
に
他
の
地
区
に

誇
れ
る
の
は
、防
災
・
防
犯
対
策
で
、

平
成
十
二
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
星
が
丘
小
学
校
で
の
「
夜
間
防

災
訓
練
」
を
筆
頭
に
、
平
成
十
四

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
子
ど

も
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
よ
る

防
犯
ブ
ザ
ー
配
布
、
平
成
十
九
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
星
小
子

ど
も
見
守
り
隊
」
に
よ
る
児
童
の

見
守
り
等
、
地
域
主
導
に
よ
る
活

発
な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
地
域
の
宝
で
あ
る
子

ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め
に

も
、
本
市
の
目
指
す
「
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
、

地
区
拠
点
の
公
民
館
を
中
心
に
地

区
内
住
民
の
交
流
と
防
災
・
防
犯

対
策
の
維
持
強
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

光
が
丘
地
区
自
治
会
連
合
会
で

は
、
去
る
５
月
18
日
（
日
）、
光

が
丘
地
区
内
の
自
治
会
長
28
名
が

参
加
し
、
自
治
会
活
動
の
基
本
か

ら
学
ぶ
、
自
治
会
長
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

自
治
会
活
動
に
つ
い
て
学
習

　

今
年
の
自
治
会
長
は
、
28
人
中

22
人
の
方
が
新
任
の
た
め
、
初
め

て
自
治
会
長
に
な
ら
れ
た
方
が
大

半
で
す
。

　

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、「
自
治

相
模
湖
町
地
区

相
模
湖
町
地
区

郷
土
史
研
究
者

中
里　

利
夫

No.41
「
美
女
谷
」と「
照
手
姫
」

　

室
町
時
代
に
生
き
、
小
栗

判
官
と
の
悲
恋
で
知
ら
れ
る

「
照
手
姫
」
の
伝
説
は
、
日
本

各
地
に
伝
承
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
相
模
湖
町
に
も
そ
の

伝
説
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
お
よ
そ
６
０
０
年

前
、
底
沢
に
若
い
武
士
の
夫

婦
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
こ

自
治
会
報  

さ
が
み
は
ら

●
編
集
委
員

金
山　

勝
郎　

八
木　

次
夫

（
橋　

本
） 

（
大　

沢
）

金
子　

匡
甫　

藤
井　
　

保

（
東　

林
） 

（
城　

山
）

武
井　

弘
吉　

笹
野　

賢
司

（
小　

山
） 

（
星
が
丘
）

原　
　

照
司　

宍
倉　

武
美

（
橋　

本
） 

（
大　

沢
）

関
田　

俊
明　

吉
光
寺
敏
男

（
上　

溝
） 

（
相
武
台
）

小
峰　
　

武　

安
田　

良
夫

（
相
模
湖
町
） 

（
藤
野
町
）

我
ら
が
「
横
山
南
部
４
丁
目
自

治
会
」
は
、
120
世
帯
の
活
動
を
始

め
て
ま
だ
４
年
目
の
自
治
会
で
す
。

５
年
前
ま
で
、「
横
山
南
部
自

治
会
」
と
し
て
、
横
山
３
・
４
・
５

丁
目
の
370
世
帯
で
39
年
の
歴
史
を

刻
ん
で
き
ま
し
た
。

自
治
会
内
で
公
民
館
区
・
学
区

が
分
か
れ
て
い
た
た
め
、「
横
山

南
部
３
・
５
丁
目
自
治
会
」
を
星

が
丘
地
区
へ
、「
横
山
南
部
４
丁

目
自
治
会
」
を
横
山
地
区
へ
と
分

割
し
、
共
存
を
基
本
に
新
た
な
道

を
歩
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

「
会
員
誰
も
が
相
互
に
顔
の
見

え
る
自
治
会
作
り
」
を
目
指
し
、

地
域
内
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
子

ど
も
会
と
協
力
し
学
童
の
登
下
校

時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

横
山
地
区
の
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
、
運
動
会
、
防
災
訓
練
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
は
、
毎
回

多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
参
加
協

力
を
得
て
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

「
横
山
南
部
４
丁
目
自
治
会
」

と
「
横
山
南
部
３
・
５
丁
目
自
治

会
」
と
の
協
同
事
業
で
あ
る
、
８

月
の
「
横
山
南
部
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
」
は
27
回
を
迎

え
、
花
籠
の
会
・
横
山
睦

会
（
ゆ
め
ク
ラ
ブ
）、
あ

さ
か
ぜ
・
太
陽
子
ど
も
会
、

中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
上
溝
・
清
新
中
学
校
生
）

の
協
力
を
得
て
、盆
踊
り
、

模
擬
店
、
抽
選
会
、
子
ど

も
み
こ
し
パ
レ
ー
ド
等
、

二
日
間
に
わ
た
り
盛
大
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ

の
交
流
を
深
め
た
自
治
会

運
営
を
心
が
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

地
区
拠
点
を
中
心
に

ま
ち
づ
く
り 

　

星
が
丘
地
区
自
治
会
連
合
会

会  

長  

野
中
　
　
保

「
自
治
会
報　

さ
が
み
は
ら
」
は
、

皆
様
の
会
報
で
す
。

自
治
会
・
地
域
で
の
様
々
な
活
動
・

話
題
な
ど
の
情
報
や
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、

相
模
原
市
自
治
会
連
合
会
事
務
局

（
☎
０
４
２
・
７
５
３
・
３
４
１
９

E-mail:info@sagamihara-jichiren.ne.jp

）へ

ご
案
内
と
お
願
い

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
は

２
自
治
会
協
同
で
開
催

　

横
山
地
区

　
　

横
山
南
部
４
丁
目
自
治
会

会　

長　

土
屋
　
正
芳

自
治
会
長
研
修
会
で

切
磋
琢
磨
！

　

光
が
丘
地
区
自
治
会
連
合
会

会  

長  

平
林
　
　
清

の
夫
婦
は
子
ど
も
に
恵
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
地
の

人
々
が
崇
め
て
い
た
観
世
音
菩
薩

に
願
い
を
か
け
る
と
、
か
わ
い
い

姫
が
生
ま
れ
た
そ

う
で
す
。

　

こ
の
姫
が
「
照

手
姫
」
と
い
わ
れ

て
お
り
、
１
８
１
３

（
文
化
10
）
年
に
編

さ
ん
さ
れ
た
「
新

編
相
模
国
風
土
記

稿
」
に
よ
れ
ば
「
美

女
出
た
れ
ば
遂
に

地
名
と
な
る
。」

と
記
さ
れ
、
こ

の
地
が
美
女
谷

と
呼
ば
れ
る
由

来
は
、
こ
こ
に

あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

都
県
境
の
小

仏
峠
よ
り
甲
州

古
道
を
２
㎞
程

下
る
と
、
美
女

谷
の
道
標
が
あ

り
、
そ
こ
か
ら

北
に
上
っ
て
い

く
と
、
ほ
ど
な
く
し
て
美
女
谷
温

泉
に
出
ま
す
。
さ
ら
に
３
０
０
ｍ

ほ
ど
進
む
と
西
入
の
沢
に
出
ま

す
。
こ
の
渓
流
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

い
く
と
、
幽
玄
の
地
に
小
さ
な
七

つ
の
淵
が
渓
流
に
沿
っ
て
あ
り
ま

す
。
こ
れ
が
、
照
手
姫
が
髪
を
洗

っ
た
と
い
う
伝
説
の
残
る

「
七
つ
淵
」
に
な
り
ま
す
。

　

美
女
谷
の
名
に
相
応
し

い
た
た
ず
ま
い
は
、
地
域

住
民
の
皆
様
に
よ
り
大
切

に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
も
是
非
ご
探
訪
く

だ
さ
い
。

会
の
活
動
、
概
要
、
関
連
団
体
と

組
織
、
自
治
会
加
入
率
」
等
に
つ

い
て
学
習
し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
討
議

　

グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
現
在
各
自

治
会
が
直
面
し
て
い
る
課
題
等
を

話
し
合
い
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

ム
ー
ド
の
中
で
進
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

主
な
議
題
と
し
て
①
自
治
会
の

役
員
の
な
り
手
が
い
な
い
、
②
自

治
会
未
加
入
者
の
対
策
に
つ
い
て

討
議
し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、
課
題
に

対
す
る
妙
案
は
見
出
せ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
自
治
会
長
が
抱
え
た
悩

み
や
課
題
が
お
互
い
相
談
で
き
、

他
の
自
治
会
の
取
組
方
等
が
習
得

で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
と
言

え
ま
す
。　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　

研
修
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
、
95
％
の
自
治
会
長
が
、「
良

か
っ
た
」
又
は
「
ま
あ
ま
あ
良
か
っ

た
」
と
答
え
て
い
ま
す
が
、「
時

間
が
足
り
な
か
っ
た
」
と
の
意
見

も
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
討
議
を
中
心

と
し
た
第
２
回
の
研
修
会
を
11
月

に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

全
体
と
し
て
、
自
治
会
長
の
悩

み
や
課
題
が
共
有
で
き
、
情
報
交

換
・
親
睦
が
図
れ
る
な
ど
有
意
義

な
研
修
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

東
林
地
区
は
、
小
田
急
線
の
２

つ
の
駅
が
あ
る
交
通
事
情
に
恵
ま

れ
た
、
住
み
や
す
い
地
域
で
す
。

反
面
、
通
勤
者
が
多
く
、
在
宅
の

高
齢
者
が
多
い
な
ど
、
災
害
発
生

時
に
は
、
住
民
同
士
の
一
層
の
連

携
が
求
め
ら
れ
る
地
域
で
も
あ
り

ま
す
。
最
近
の
東
林
地
区
で
の
防

災
の
取
り
組
み
の
一
端
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

◎
地
区
内
５
つ
の
小
中
学
校
に
設

置
さ
れ
る
避
難
所
運
営
協
議
会

の
全
箇
所
早
期
設
立
と
円
滑
な

運
営
を
図
る
た
め
、
７
月
に
、

全
避
難
所
運
営
委
員
な
ど
に
よ

る
合
同
会
議
を
、
８
月
に
は
、

自
治
会
長
や
防
災
部
長
も
加
っ

た
、
地
域
防
災
訓
練
及
び
避
難

所
運
営
協
議
会
の
合
同
訓
練
説

明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
踏
ま
え
て
、
９
月
６
日
に
は
、

地
区
の
総
合
防
災
訓
練
と
し

て
、
避
難
、
炊
き
出
し
、
仮
設

ト
イ
レ
設
置
、
避
難
所
運
営
、

プ
ー
ル
水
の
濾
過
、
救
護
、
起

震
車
体
験
な
ど
の
訓
練
を
実
施

し
、
500
人
を
超
え
る
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

◎
防
災
活
動
の
担
い
手
を
増
や
す

た
め
、
地
区
社
協
と
連
携
し
て
、

８
月
25
日
に
、「
ヤ
ン
グ
防

災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
教

室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

中
学
生
27
名
の
ほ
か
一
般

住
民
な
ど
総
勢
47
名
が
参

加
し
、
赤
十
字
社
会
奉
仕

団
の
指
導
に
よ
る
簡
易
テ

ン
ト
設
営
、
応
急
手
当
、

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
訓
練
、
東

林
分
署
の
指
導
に
よ
る
消

火
訓
練
、
お
昼
に
は
、
地

域
の
方
に
よ
る
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
の
炊
き
出
し
を
受
け
、

参
加
者
全
員
で
舌
鼓
を
打

ち
ま
し
た
。
中
学
生
か
ら

は
、「
災
害
時
に
は
、
地
域
の
役

に
立
ち
た
い
。」
な
ど
力
強
い
声

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◎
東
林
地
区
で
は
、
今
後
も
、
き

め
細
か
な
訓
練
や
対
策
を
講
じ

な
が
ら
、
住
民
が
一
体
と
な
っ

て
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

災
害
に
備
え
て

　

東
林
地
区
自
治
会
連
合
会

会  

長  

金
子
　
匡
甫

子ども会の模擬店風景

星が丘小  子ども安全見守り隊

「ヤング防災ボランティア体験教室」ロープワーク訓練風景 グループ討議の様子

　甲州古道の美女谷の道標を1,500mほど
南下しますと小原宿本陣が現れます。
　小原宿本陣は、神奈川県下 26軒あった
本陣で現存する唯一の建造物です。定紋のつ
いた敷居の高い玄関と純日本風の豪壮な建物
は、往時の姿をそのまま残しており、神奈川
県の重要文化財に指定されています。

七つ淵

小原宿本陣

照手姫の木彫

照手姫について（看板）


